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３
月
２４
日
（
日
）
１１
時
よ
り
平
成
３０
年

度
自
治
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
の
参
加
者
は
５４
名
。
パ
レ
ッ
ト
住
区

の
田
中
副
会
長
が
議
長
を
務
め
、
第
１
号
か

ら
第
３
号
議
案
全
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

    

   

多
数
の
ご
参
加
、
ま
た
ご
意
見
ご
質
問

な
ど
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
新
年
度
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
Ａ
．
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
の
街
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【訂
正
事
項
】 

第
３
号
議
案
平
成
３１
年
度
役
員
・
専
門

委
員
・
顧
問
・
事
業
部
部
員
選
出
に
つ
い
て

は
、
規
約
上
、
副
住
区
長
・
専
門
委
員
・
顧

問
・事
業
部
部
員
の
選
任
は
総
会
で
の
議
決

事
項
で
は
な
い
た
め
、
今
回
の
議
案
か
ら
除

外
し
ま
す
。
ま
た
会
長
に
つ
い
て
も
、
任
期
２

年
の
た
め
同
様
と
な
り
ま
す
。
以
上
訂
正
し

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

               

昨
年
度
か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座
の
目
的

は
、 １

．
防
災
士
養
成
に
必
要
な
内
容
を
研

修
す
る
。 

２
．
被
災
時
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
初
期
行
動
を
防
災
士
と
協
働
す

る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
。 

と
し
て
、
計
１０
回
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者

は
８
名
で
、
全
員
防
災
士
試
験
に
合
格
し
、

す
で
に
資
格
を
取
得
し
て
い
る
７
名
と
共
に

目
的
の
２
．
に
あ
げ
た
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

今
年
度
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
９
名
の
受

講
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

講
座
の
う
ち
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（避
難
所
で
起
こ
る 

 様
々
な
出
来
事
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を

模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
）
と
い
っ
た
、
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
の
機

会
に
行
う
な
ど
内
容
を
一
部
変
更
し
、
「い
の

ち
を
守
る
」
・
「
災
害
に
関
わ
る
情
報
」
・
「
地

域
で
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
士
が
講
師
を

務
め
ま
す
。 

今
年
度
も
新
た
に
防
災
士
が
誕
生
す
る
予

定
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ.ＣＩＴＹの行事予定 

 

平
成
３０
年
度 

自
治
会
総
会
報
告 

 

 

 

↑
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
様
子 

【先
月
号
ニ
ュ
ー
ス
の
訂
正
と
お
詫
び
】 

 

先
月
号
ニ
ュ
ー
ス
４
頁
の
記
載
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
ま
す
と
と
も
に

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。 

 
■
特
定
ご
み 

平
成
３１
年
度
収
集
日 

 
 

 
誤 

： 

５
月
３１
日(

木) 

 
 

 
正 
： 

５
月
３０
日(

木)  
 

会員数 ３７１ 名

出席者 ５４ 名

委任状 ３３ 名
議決権
行　使

１５３ 名

計 ２４０ 名



   

 

３
月
１７
日
（
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
１５
時

ま
で
、
第
６
回
大
塚
公
民
館
祭
り
が
朝
の
内

少
し
不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、
開
始
早
々

に
は
回
復
し
約
千
五
百
人
の
参
加
で
例
年

以
上
の
熱
気
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

舞
台
発
表
で
は
大
塚
中
学
校
の
和
太
鼓

か
ら
始
ま
り
、
大
勢
の
観
客
で
盛
り
上
が
り

最
後
の
発
表
ま
で
立
ち
見
も
多
く
出
演
者
、

観
客
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

駐
車
場
を
中
心
の
バ
ザ
ー
も
開
始
早
々

か
ら
子
供
た
ち
を
中
心
に
売
れ
行
き
も
好

調
で
、
各
コ
ー
ナ
ー
も
大
忙
し
で
し
た
。 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
か
ら
出
店
し
た
Ａ
Ｎ
Ｃ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
昨
年
自
治
会
が
販
売
し
た

ラ
ー
メ
ン
と
ベ
ー
コ
ン
串
の
販
売
で
し
た

が
、
ラ
ー
メ
ン
は
用
意
し
た
２
５
０
食
、
ベ

ー
コ
ン
串
も
追
加
３
０
０
本
も
１３
時
過
ぎ

に
は
完
売
。
昼
時
に
は
多
く
の
来
場
者
で
ご

っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
は
広
島
女
学
院
大
学
が
防
災

食
の
ブ
ー
ス
を
展
開
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
炊
飯

し
た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
の
試
食
や
防
災
グ
ッ

ズ
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

３
月
２３
日
（
土
）
に
は
最
後
の
実
行
委
員

会
が
反
省
会
も
か
ね
て
実
施
さ
れ
、
来
年
の

大
塚
公
民
館
祭
り
を
さ
ら
に
良
い
祭
り
に

し
よ
う
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

 
                      

待
ち
焦
が
れ
て
い
た
彼
は
、
変
わ
ら
な
い
、

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
改
札
口
を
通
り
抜
け
て

き
ま
し
た
。
「
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
本

塚
智
貴
助
教
」
が
私
た
ち
の
街
へ
「
防
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
届
け
に
来
て
く

れ
た
の
で
す
。
私
は
、
防
災
士
を
取
得
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
講
習
で
、
「
防
災
を
進
め
て
い

く
に
は
、
明
日
を
い
か
に
過
ご
す
か
、
次
に
ど

ん
な
行
動
を
起
こ
す
か
を
常
に
考
え
る
こ
と

が
必
要
」
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
な
が
ら
投
げ
か

け
て
く
れ
た
彼
の
姿
に
ほ
れ
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
今
回
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
も
、
期
待
に
違
わ
ず
私
た
ち
に
「
防

災
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
気
持
ち
と
姿
勢
」

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
届
い
た
前
向

き
な
気
持
ち
で
す
…
①
知
識
だ
け
で
実
践
が 

  

ｉ 

伴
わ
な
か
っ
た
防
災
士
活
動
の
第
１
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
た
。
②
被
災
し
て

パ
ニ
ッ
ク
が
襲
っ
て
き
た
と
き
「
大
丈
夫
だ
。

か
ん
ば
ろ
う
！
」と
呼
び
か
け
、
み
ん
な
を
束

ね
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
。
③
安
全
神
話
の
中

で
生
活
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
方
に
、
世
間

話
か
ら
始
め
て
、
も
し
も
の
話
を
伝
え
る
。

④
避
難
所
で
は
、
自
分
も
積
極
的
に
力
を
出

し
て
運
営
に
参
加
す
る
。
⑤
ご
高
齢
の
方

が
、
声
を
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
日
ご

ろ
か
ら
意
識
し
て
進
め
る
。
⑥
マ
ン
シ
ョ
ン
が

土
砂
で
埋
ま
っ
て
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
ら

広
域
公
園
に
テ
ン
ト
を
出
そ
う
、
と
家
族
で

話
し
合
っ
た
。 

「
積
極
的
な
意
見
を
す
い
上
げ
て
、
命
を

守
る
こ
と
、
助
け
合
う
こ
と
を
語
り
合
い
確

認
し
合
っ
て
、
住
民
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
の

が
防
災
士
で
す
よ
。
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

す
。
」と
彼
は
笑
顔
の
奥
で
語
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
そ
の
教
え
を
忘
れ
ず
、
お
一
人
お
ひ

と
り
の
心
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
学
ん
だ
こ

と
を
お
届
け
す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
ま

す
。 （防

災
士
／
フ
ォ
レ
ス
ト 

山
野
上
広
志
） 

 
    

           

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス 

レ
ス
ト
ラ
ン
め
し
ま
せ
よ
り
新
メ
ニ
ュ
ー
登

場
！
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ
め

人
気
の
単
品
も
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
。  

ラ
ン
チ
ラ
イ
ム 

１０
時
～
１４
時 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

１４
時
～
１６
時 

（お
問
合
せ
）０
８
２
‐８
４
９
‐２
８
６
１ 

 

Ａ
．
ナ
イ
ス
ク
ラ
ブ 

大
塚
公
民
館
祭
り
出
店 

賛 

助 

会 

員 

よ
り 

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座 

 



  
 

犯
罪
情
報
！
特
殊
詐
欺 

 

平
成
３０
年
度
、
警
察
に
被
害
届
が
出
さ

れ
た
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
金
額
は
、
全
国

で
約
３
５
７
億
円
。
広
島
県
内
で
約
３
億
５
千

万
円
に
も
な
り
ま
す
。
全
国
で
１
日
あ
た
り

約
１
億
円
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の

金
額
は
被
害
届
が
出
さ
れ
た
金
額
で
、
届
け

の
出
さ
れ
て
い
な
い
金
額
は
か
な
り
あ
る
だ

ろ
う
と
国
家
公
安
委
員
会
は
推
測
し
て
い
ま

す
。 広

島
県
内
で
最
も
被
害
の
多
か
っ
た
手
口

は
架
空
請
求
詐
欺
で
、
携
帯
電
話
に
有
料
サ

イ
ト
な
ど
の
料
金
を
請
求
す
る
メ
ー
ル
を
送

り
つ
け
、
連
絡
が
取
れ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
の
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
う
よ
う
に
指
示
す
る
も
の
で

す
。
（心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ

た
場
合
は
無
視
し
、
絶
対
に
返
信
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
） 

次
に
多
い
手
口
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
で
、

電
話
を
利
用
し
て
、
親
族
・会
社
の
上
司
・
警

察
官
・
弁
護
士
を
装
い
、
会
社
で
の
横
領
・
ト

ラ
ブ
ル
・
交
通
事
故
の
示
談
金
な
ど
の
名
目

で
、
現
金
を
宅
急
便
で
送
る
、
ま
た
は
受
取

人
に
渡
す
よ
う
指
示
し
、
だ
ま
し
と
る
詐
欺

で
す
。 

こ
う
い
っ
た
詐
欺
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉

は
、
「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
」
「
名
義
貸

し
は
犯
罪
・裁
判
に
な
る
」「逮
捕
さ
れ
る
」 

 「
財
産
が
没
収
さ
れ
る
」
で
す
。
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

「
お
金
」
が
直
接
絡
む
不
審
な
電
話
を
受

け
た
場
合
は
、 

伴
交
番
：０
８
２-

８
４
９-

０
０
６
９ 

安
佐
南
警
察
署
：０
８
２-

８
７
４-

０
１
１
０ 

ま
で
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 

※
緊
急
時
１
１
０
番
ま
で
。 

絶
対
に
ひ
と
り
で
判
断
す
る 

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

   

新
し
く
ペ
ッ
ト
同
伴
で
入
居
さ
れ
た
皆
様

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
「
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
管
理
規

約
」
を
遵
守
し
、
他
の
居
住
者
に
迷
惑
及
び

危
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ

い
。
犬
猫
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
は
、
ペ
ッ
ト
飼
育

届
出
申
請
書
の
提
出
と
、
ペ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
へ
の

入
会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
書
類
は
管
理

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
）

既
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
未
提
出
の
方
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
の
為
に
「
ペ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
会

則
」を
遵
守
し
、
住
み
よ
い
環
境
の
維
持
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  

       

防
災
士
リ
レ
ー
コ
ラ
ム 

始
ま
り
ま
す
！ 

 

平
成
３０
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ー
ナ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
在

住
１５
名
の
防
災
士
が
普
段
感
じ
て
い
る
こ

と
や
習
得
し
た
知
識
な
ど
を
、
リ
レ
ー
方

式
で
順
番
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
初
回
は

防
災
士
の
制
度
に
つ
い
て
の
紹
介
で
す
。 

私
が
防
災
士
に
な
っ
た
の
は
平
成
２８
年

１
月
。
そ
の
頃
は
「防
災
士
」と
い
う
資
格
が

あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

き
っ
か
け
は
大
塚
・伴
南
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
「
広
島
市
主
催
の
防
災
士
養

成
講
座
」
の
案
内
を
い
た
だ
い
た
こ
と
。
広

島
市
で
は
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

為
、
平
成
２７
年
度
よ
り
防
災
士
の
育
成
を

支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

「
防
災
士
」
＝
「
日
本
防
災
士
機
構
が
認

証
す
る
資
格
、
地
域
の
様
々
な
場
で
防
災

力
を
の
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知
識
を
修

得
し
た
人
」
。
学
区
自
主
防
災
会
か
ら
市
の

危
機
管
理
室
災
害
予
防
課
に
受
講
申
込
を

し
、
受
理
さ
れ
る
と
「
防
災
士
教
本
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。 

 

こ
の
教
本
は
３
４
０
ペ
ー
ジ
に
渡
り
「
防
災
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
自
宅
学
習
を
し
、
履
修
確
認
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
。
そ
し
て
普
通
救
命
講
習
を
修
了

後
、
大
学
教
授
等
に
よ
る
座
学
１２
講
目
を
２

日
間
受
講
し
、
日
本
防
災
士
機
構
の
試
験
に

合
格
す
る
と
晴
れ
て
防
災
士
と
な
り
ま
す
。 

現
在
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
で
は
１５

人
の
防
災
士

が
、
防
災
・
避
難
訓
練
の
企
画
～
実
施
、
住
民

参
加
型
の
勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、

住
区
で
の
ご
近
所
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

進
、
行
政
が
主
催
す
る
防
災
講
座
の
講
師
を

勤
め
る
な
ど
、
様
々
な
場
所
で
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。 

今
後
も
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（防
災
士
／
パ
レ
ッ
ト 

西
田
光
憲
） 

  
  

ペ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
お
知
ら
せ 

民
生
・
児
童
委
員
だ
よ
り 

防
災
士
雑
談
記 

防
災
士
が
不
定
期
に
つ
ぶ
や
く
防
災
の
あ
れ
こ
れ 
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各管理組合より 

【アーバン】 

◆エレベーター更新（６月）／かご内の色・材質等の決定  ◆共用階段への手すり設置 

◆エレベーター機械室内、天井より微量の漏水あり 

【フォレスト】 

◆エレベーター更新（５月）／かご内の色・材質等の決定 

◆網戸張替見積り取得（アンケート実施の上おこなうかどうか検討） 

◆駐車場車路の格子舛を車輌が通過するときに騒音が発生。ゴムマットの敷設で音の発生を軽減 

【アリーナ】 

  ◆共用部への私物放置に対する２回目の注意喚起書面を全戸配布予定 

  ◆ステッカー未貼付自転車を各置場１ヶ所に集約  ◆受水槽交換工事を臨時総会に諮る 

【ステージ】 

◆長期修繕計画見直し、修繕積立金改定の検討 

◆低層棟の共用部分壁面の膨張。原因調査と改修工事の検討 

◆機械式駐車装置内タバコ吸殻ポイ捨てに対する注意喚起書面を全戸配布 

【パレット】 

◆共用階段への手すり設置、Ⅱ番館出入口スロープ部分にも追加 

◆ステッカー未貼付自転車を各置場１ヵ所に集約。注意喚起書面配布 

◆排水舛に樹木根が進入し排水機能が停止。樹木根を除去し当該舛の嵩上げ工事で復旧済み 

【イースト】 

◆災害非常食の追加購入決定・置場の検討 

◆公開空地植栽の樹木の枝が隣地（㈱リクシル）に越境。剪定で対応済み 

◆２０２０年蛍光等照明器具・水銀ランプ製造中止。ＬＥＤ化提案 

※住区表示

HU ヒルズアーバン

HF ヒルズフォレスト

HA ヒルズアリーナ

HS ヒルズステージ

HP ヒルズパレット

TE タワーズイースト
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３１ 

役 職 氏  名 住 区 役 職 氏  名 住 区 部名 氏 　 名 住 区

会 　長 西　田　光　憲 HP 河　村　正　純 HU 杉　原　雄一郎 HU

若　本　智　子 HU 冨　永　敏　通 HU 高　谷　保　彦 HF

西　川　郁　子 HA 大　垣　雅　史 HF 川　手　啓　史 HA

野　稲　宰　子 HA 佐　藤　斉　子 HF 片　岡　満智子 HS

田　中　耕　司 HP 山野上　広　志 HF 原　田　福　子 HP

若　本　智　子 HU 藤　田　　　修 HF 中　村　凱　洋 TE

竹　澤　典　子 HP 大久保　憲　章 HF 飯　島　典　子 HU

総務 田　中　耕　司 HP 高　岡　尚　美 HA 後　藤　明　徳 HF

広報 西　川　郁　子 HA 高　橋　和　志 HA 田　中　伸　幸 HA

田　村　尚　久 HU 十　河　康　夫 HA 元　木　正　紀 HS

守　井　恒　隆 HP 元　木　正　紀 HS 江　島　みあき HP

住区長 若　本　智　子 HU 岸　本　　　武 HS 重　谷　里　志 TE

向　井　　　暢 HF 片　岡　満智子 HS 安　積　そのみ HU

長　原　由香里 HA 田　辺　隆　清 HP 伊　藤　富　康 HF

金　只　久　雄 HS 須　磨　眞　美 HP 草　野　文　啓 HA

田　中　耕　司 HP 安　達　勝　嘉 HP 竹　原　　　哲 HS

住　谷　利　治 TE 吉　本　雅　彦 TE 長　野　連　三 HP

玖　島　鐘　二 TE 三　好　祐　司 TE

香　西　輝　彦 TE 若　本　智　子 HU

白　根　佳　雅 TE 野　稲　宰　子 HA

西　川　郁　子 HA

田　中　耕　司 HP

住　谷　利　治 TE

平成３１年度　Ａ．ＣＩＴＹ自治会役員及び事業部部員一覧
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